





A Study of Childcare Problems for a Hearing Impaired Couple:  
Research Analysis Using the Trajectory Equifinality Model （TEM）
Chiaki SATO and Hitomi YOSHIDA
As part of the effort toward child-rearing support in Japan, the reform of men’s work styles has 
gained attention, in addition to support for women’s work-family balance. However, child-rearing 
support for parents with disabilities is far from sufficient.
Through a qualitative survey administered to a child-rearing husband and a wife with hearing 
impairment, this article aims to reveal issues in their lives and to explore how child-rearing support 
should be provided for parents with disabilities. The results were analyzed using the Trajectory 
Equifinality Model （TEM）. 
The analysis revealed that close support from the wife’s side of the family was critical for the 
hearing impaired couple in raising children. Further, issues regarding future child-rearing support 
included the following: first, accessibility to essential child-rearing support service for people with 
hearing impairment; second, support measures that do not depend on the families of child-rearing 
parents must be sought; third, companies must undergo fundamental reform regarding working 
conditions and attitudes toward work; finally, family-friendly local communities must be fostered.
Key words:  hearing impairment （聴 覚 障 害）, husband and wife （夫 妻）, child-rearing （子 育 て 生 活）, 


































インタビューは，妻に対して 2012 年 8 月と 2016
年 1 月に実施。夫に対して 2018 年 6 月と同年 7 月
に実施（ただし 7 月は E メールにて）。分析結果の確











































Point: EFP），両極化した等至点（Polarized Equifinality 
Point: P-EFP），分 岐 点（Bifurcation Point: BFP），必
須通過点（Obligatory Passage Point: OPP），社会的


















夫の年齢は 30 代，聴力レベルは左耳 100 dB（デ
─ 106 ─




































































































































































































夫 体 調 崩 す
妻 第 一 子 妊 娠
夫 「 低 髄 液 圧 症 候 群 」 判 明
妊 娠 と 夫 の 看 病 で 大 変
妊 婦 健 診 で 配 慮 の お 願 い
電 車 通 勤 が 辛 い
産 休 取 得
約 一 カ 月 自 宅 静 養
仕 事 復 帰 後 も 度 々 欠 勤
上 司 か ら 嫌 味 を 言 わ れ る
休 職 （ 約 三 カ 月 ）











陣 痛 時 母 に 頼 る
分 娩 時 に 配 慮 の お 願 い
新 生 児 の 夜 泣 き ・ げ っ ぷ に 気 付 か な い
家 族 （ 父 母 ・ 弟 ） に 頼 る
里 帰 り 終 了 ・ 妻 育 児 休 業 開 始

























妻 第 二 子 妊 娠 発 覚
第 一 子 保 育 園 入 れ ず 妻 育 休 延 長
育 休 延 長 中 に 第 二 子 産 休 取 得
妻 第 一 子 連 れ て 実 家 に 里 帰 り
出 産 前 後 家 族 に 頼 る 仕 事 多 忙 で な か な か 妻 子 に 会 え な い
第 一 子 保 育 園 入 園
第 二 子 保 育 園 入 園 ・ 妻 仕 事 復 帰
連 絡 帳 で 保 育 士 と 情 報 共 有
時 間 短 縮 勤 務 制 度 を 利 用
仕 事 と 育 児 の 両 立 ス ト レ ス
妻 「 低 髄 液 圧 症 候 群 」 で 入 院




























































































知 り 合 い を 頼 る
妻 の 実 家 の 助 け が 不 可 欠
妻 第 三 子 妊 娠 発 覚
第 三 子 は 妻 里 帰 り し な い と 決 意
夫 特 別 休 暇 申 請 を 拒 否 さ れ る
転 勤 希 望 拒 否 さ れ る
職 場 へ の 不 満 ・ 不 信 感 抱 く
産 休 開 始 ・ 一 人 で 不 安
陣 痛 時 に 遠 方 の 母 頼 る





















ハ ラ ス メ ン ト を 訴 え 改 善 要 求
権 利 を 主 張 し 休 暇 を 取 得
退 職 す る
妻 見 舞 い ・ 仕 事 ・ 育 児 に 疲 弊


















































































































第 三 子 未 明 に 嘔 吐 ・ 高 熱
サ ー ビ ス 利 用 で き な い
マ マ 友 グ ル ー プ に ラ イ ン









現 在 の 生 活 に 限 界 を 感 じ る
育 休 復 帰 せ ず 退 職
妻 の 実 家 近 く に マ イ ホ ー ム 建 築 準 備
専 業 主 婦 に な る
育 児 に 優 し い 会 社 に 転 職
親 を 呼 び 首 都 圏 で 同 居
妻 の 実 家 近 く に 引 っ 越 す
妻 の 両 親 ・ 親 戚 か ら 支 援 得 ら れ る
家 が 広 く 車 所 有 可 能
妻 の 実 家 近 く に 引 っ 越 さ な い
支 援 得 に く い




マ イ ホ ー ム 近 辺 の 保 育 園 入 園
マ イ ホ ー ム 完 成 ・ 夫 退 職
子 育 て 支 援 サ ー ビ ス を 頼 る
職 場 の 理 解 を 得 て 夫 が 二 人
の 子 ど も の 面 倒 を 見 る
公 的 支 援 窓 口 に 相 談 す る








































































































































移動の大変さについて「第 2 子と第 3 子がまだうま
く歩けない時はベビーカー 2 台を押して移動するの
が大変だった。電車では第 1 子を立たせ，ベビーカ
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